
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 児童生徒の実態 

最高学年になり、下級生に対して思いやりの気持ちをもち親切に接する姿を多く目にするように

なった。「下級生だとなんでもしてあげたい」という思いを持ち接している児童も多い。ただ、同

級生同士だと相手の立場に立って考えたり、個性を認めて行動したり、相手のためになる行動をと

るのが苦手な児童もいる。 

２ ねらい 

「わたし」と「父」の思いや考えの相違点をそれぞれの立場から話し合う活動を通して、本当の

親切とは何かを考え、相手のためになる行動についての考えを深め、誰に対しても思いやりの心を

もとうとする心情を育てる。（道徳的心情） 

３ 教材名（出典） 

「父の言葉」（教育出版「小学 道徳⑥ はばたこう明日へ」） 

４ 考えさせたいこと 

「わたし」と「父」の考えの相違について考えることを通して、「思いやり」とはどんなことかを考えさせ

たい。視点が変わればふさわしい思いやりの行動にも違いがでることに気付かせ、個性を認め相手の

立場にたって考え行動することの大切さに気付かせたい。 

５ 学習指導過程 

過 

程 

学習活動と主な発問（○◎） 予想される児童の発言 □指導上の留意点 

◆（ICT の利用） 

導

入 

 

 

 

１ 本日の内容項目について考え

る。シートを利用し確認。 

〇思いやりとは何だと思いますか 

＊時間をとり意見の交流 

 

 

 

・困っている人を助ける。 

・自分から何かを助けること。 

・人のために動く。考えて行動する。 

◆１人１台端末 

◆事前に表計算ソフト

に記入させておく。 

◆テキストマイニングに

より、分析したものを

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

① 自分の考えを記述したワークシートを撮影したものを１人１台端末に記録し、ホワイトボ

ードソフトに貼り付けることで、多くの友達と意見を交流し、多面的・多角的に考えること

ができる。１人１台端末上で付箋を色分けして利用することで、短時間に文字による効果的

な交流を図る。 

② テキストマイニングを利用し、授業前後に内容項目に関する考えを記述させ変容を見取る。

その時間で何を学習したのか、何を一番大切と考えたなど全員で共有することができる。 

③ 学習したことを継続的に記録していくことで、１時間の学習記録となるだけではなく、長期

的な変容を見取ることにもつながる。評価にも利用することができる。 

ＩＣＴ活用事例 A1（教員による教材の提示） C１（発表や話し合い）  

主題名  相手の立場に立って （第６学年 B-（７）親切、思いやり） 

教 材  「父の言葉」 

使用機器：１人１台端末、大型テレビ  

活用したソフトや機能：ホワイトボードソフト プレゼンテーションソフト 表計算ソフト 



 

 

 

 

７ 

分 

 

２ 本時の課題を知る。 

・思いやりとはどんな行動だろうか。 

３ 主人公の黒柳徹子さんのこと

  を知る。 

 

 

・おばあちゃんになってもみんなのた

めに活動しているすごい人なんだ。 

提示。 

◆黒柳徹子さんの紹介

とユニセフ親善大使

での活動についてプ

レゼンテーションソフ

トで紹介する。 

展

開

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１３ 

分 

 

 

 

 

展

開 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本文「父の言葉」を聞く。 

・なぜ、わたしがとった行動と父

が言った言葉が異なるのか考

えながら聞いてください。 

５ 内容を確認する 

 

 

 

 

 

 

○わたしは隠れることを選び、父

は「行ってお話してあげなさ

い。」と言いました。あなたなら

どちらの行動をとりますか。 番

号の付箋を移動させてくださ

い。 

〇違う行動を選ぼうとした二人に

共通することはないですか。 

 

 

交流 

３人組になり意見の交流を行う。 

（１回３分×２回） 

① 縦列で行う 

② 横列で行う。 

③ 文字による交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ホワイトボードソフトの付箋を移動

させ自分だったらどちらの立場をと

るか意思表示する。 

 

 

 

・相手を思う気持ち 

 

 

 

・「助けるだけが思いやりじゃない」

と思う。自分ができる行動を考える

こと。 

・困っている人を助けたら、少し自分

も相手も変わるんじゃないかと思

う。相手の「ありがとう。」でもっと

助けたいと思うから。 

・相手の後の気持ちを考えて交流す

る。この行動をとったら相手がどう

なるか、どんな気持ちになるか。 

・誤解がないように思い切って話を

する。 

□範読の際の視点を

与える。 

◆デジタル教科書を利

用し範読 

□病気について確認

する。 

□黒柳徹子さんは病

気が治ったことと､

赤い松葉杖の女の

子は歩くことができ

ないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ホワイトボードソフト

を利用し、出席番号

の書いてある付箋を

動かしどちらの行動

をとるか考えさせる。 

□色ごと分類された付

箋を使うことで効果

的に分類・交流して

いく。 

□父のこの言葉が、ユ

ニセフの親善大使

をする自分の出発

◎相手のためになる 思いやる行動をとるためには、あなたは何が大事だと思いますか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

分 

・相手の今、求めている気持ちにな

る。そして相手の気持ちを考える。 

・困っている人を助けたら自分も変

われると思えば良い。 

・思いやる行動は助けることだと思

う。けれどただ助けるのではなく気

持ちが大切。行動力よりも優しさ

が心に残った。 

点になっていること

を押さえる。 

□記述したワークシー

トを撮影し、自分の

ホワイトボードに貼り

付ける。 

◆付箋を利用しコメン

トを記述することで

文字による交流が

できるようにする。 

全体での交流 

○「自分と考えが違った人でなる

ほどと思った人を教えてくださ

い。名前を呼ばれたら発表して

ください。」 

（・ホワイトボードソフトの記述された

質問に答えていく。） 

◆挙手させることだけ

ではなく、ホワイトボ

ードソフトを利用する

ことで時短しながら

把握できるようにす

る。 

終

末

① 

 

 

 

終

末

② 

学習を振り返る 

○「今日の友達との交流を通し

て、あなたは何が一番大事だ

と思いましたか。」  

（文字による交流） 

全体で共有する。 

・詩の紹介をする。 

 

・相手にとって必要なことをする。 

・なんでも手を出すのではなく本当

に相手にとって必要だと思うことを

する。 

 

◆表計算ソフトを利用

し記入していく。 

◆テキストマイニングを

再度利用して交流

を通しての学びの広

がりを実感する。 

 

６ 評価の視点 

  ・「わたし」と「父」の思いや考えの相違点をそれぞれの立場から多面的・多角的考えることができたか。  

  ・相手のためになる思いやりのある行動について、自分自身の生活を振り返り考えることができたか。 

 

７ 学習指導の様子（ICT の効果的な利用） 

   ＊授業前に児童に回答させた内容項目についての記述を、表計算ソフトを使ったテキストマイニング

により提示することでスムーズに導入に入ることができた。テキストマイニングにより児童の考えを分

析したものを提示することで、学級全体の考えの傾向を視覚的に表すことができた。さらに、授業前

後で比較することで児童の思考がどのように変容したのかも見取ることができた。話合いでは、ホワ

イトボードソフトを活用することで交流活動が活発になり、友達の様々な考えに触れることができるよ

うになった。また、表計算ソフトを共有することによって友達がどのような考えなのかを瞬時に知ること

もできた。蓄積することが可能なのでいつでも振り返ることができ、教師の評価にも活用することがで

きた。 



 

 

８ 資料（板書やワークシート、道徳ノート等） 

 〇授業前後の意見の変容（表計算ソフト） 

共同作業できるこのシートを使うことによっ

て、瞬時に全員が記述し、友だちがどのように考

えたのかを短時間で把握することができる。そし

て、その１時間での児童の変容も見取ることがで

きる。主発問で児童が考えたものと授業後の学習

感想には変容がみられることから、数回交流する

ことによって、多面的・多角的に考えられるよう

になり、授業後何が一番大切か吟味していることも伺えた。 

 

〇ホワイトボードソフトを利用した交流をするための手引き（裏面にはローマ字入力するための手引き） 

〇ホワイトボードソフトによる交流の個人のページ 

 

〇テキストマイニングによる児童の学習の変容 


